














































































 35.22 ÷ 1.96 = 17.969 (ｍ)
となる。次に負担面積を求める。瓦葺等の重い屋根で平屋建の場合に1
階部分に使用する15cm/㎡を床面積に乗ずる値に用いると、
 17.969 ÷ 0.15 = 119.796 (㎡）
となり、瓦葺等の重い屋根で2階建の場合に1階部分に使用する33cm/
㎡を用いると、
 17.969 ÷ 0.33 = 54.453 (㎡）
となる。
考察と今後の展開
　以上より、ワクノウチ架構1体あたり、平屋建の場合119㎡、2階建の場
合54㎡程度の床面積を負担することができると考えられる。ワクノウチ
架構が内包する床面積は5.4×5.4 = 29.16㎡なので、ワクノウチ架構
内部は十分安全であり、四方がひらかれた空間を実現することができる
ことが分かった。また、周囲の床面積を負担することも可能であり、これ
によってよりひらかれた建築を設計することができる。
　伝統軸組構法は、部材同士の接合部の強度によって、構造全体の強度
が大きく左右される。今回の試験でも結果にばらつきが多く生じ、その
後の解析結果にも影響が出たので、接合部の精度は極めて重要である。
また部材を増やすことで、各部材が負担する力が分散され、結果構造全
体の抵抗力が向上すると考えられる。今回の解析では上部に入れてい
る貫は3段であるが、これを5段程度まで増やすことで復元力の向上が
期待できる。他にも、込栓等を入れる、柱・梁の断面を大きくする、等によ
って、ワクノウチ構法の耐力を上げることできると考えられる。
図3　モデル化したワクノウチ架構
図4　回転角と復元力の関係を表したグラフ
